
腫瘍内科                             医長 山下 晴弘  

 

● 診療科の特色 

1. 各消化器癌に対する最新かつ効果的な治療を行う。 

2. エビデンスに基づいた治療を基本にするとともに、最新の臨床試験にも参加して患者に最も適した

治療を選択する。 

3. 治験調整医師を務める EBM 推進のための大規模臨床研究：切除不能進行・再発小腸癌患者に対

するベバシズマブ併用 FOLFOX 療法の第 II 相多施設共同二重盲検ランダム化比較試験（医師主

導治験）が終了。現在、データ解析中である。 

4. 希少腫瘍治療にも特に力を入れて、診療を行っている。 

5. がんゲノム医療を積極的に推進し、患者に最適な治療方法を検討している。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要入院患者数           年間入院患者数 10 名 

疾患 患者数 

1 大腸ポリープ 4 

2 大腸癌 3 

3 FAP 1 

4 肝細胞癌 1 

5 大腸内視鏡 1 

 

● 研究業績、学会、研究会 

なし 

 

リウマチ科         医師 太田康介（統括診療部長、リウマチ科医長） 

 

● 診療科紹介 

リウマチ膠原病の外来や入院での診療を行う 

昨年末でリウマチ疾患を担当していた総合診療科医長の退職に伴い同科通院患者の引継ぎがあった 

● 主な診療内容 

＜診断・治療＞ 診断、治療、経過観察 

治療は抗リウマチ薬、グルココルチコイド、免疫抑制剤、生物学的製剤などの内科治療 

＜外来＞ 

  週３回リウマチ科の外来（一回は腎臓内科と同時） 

  うち１回（月曜日午前）は非常勤医師（リウマチ専門医） 

  治療疾患：関節リウマチ、SLE、強皮症、多発/皮膚筋炎、シェーグレン症候群、MCTD、 

べーチェット病、IgG4 関連疾患、リウマチ性多発筋痛症 

病診連携：病状が落ち着いている患者はかかりつけ医と連携 

       難治例・困難例は岡山大学病院と連携 

＜入院＞ 

 入院治療が必要な場合は、当科で治療  入院時の主治医以外の担当医として腎臓内科医があたる場合

あった 

● スタッフ 

医長      太田康介 （腎臓内科と兼任） 

非常勤医師 リウマチ専門医１名 （岡山大学病院関連） 

● 実績（令和５年度）：リウマチ科外来診療患者 

＜入院＞   例 （延べ人数） 

  関節リウマチ   １例   全身性エリテマトーデス５例  リウマチ性多発筋痛症 ２例 

多発血管炎性肉芽腫症 １例  IgG4 関連疾患 １例  その他２例 

＊入院は初回治療（副腎皮質ステロイドなど）、合併症治療、生物学的製剤投与（短期入院） 

＜院内連携＞ 

 他科入院、外来患者の併診（循環器、呼吸器、総合診療、整形外科、皮膚科、眼科など） 

● 教育 

 ベッドサイドなどでの on job training、内科カンファレンスでの講義 

● 研究・学会活動 

 日本リウマチ学会教育施設 

● 治験・臨床研究など  

  市販薬全例登録への協力、など 
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